
東日本大震災から 年― 保健師の思いと変化
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【座談会】被災地の保健師の立場から語る，被災から現在そして今後に向けて
藤山明美／島香聖子／佐藤由理／斎藤恵子

【被災地の保健師から】保健師の活動の振り返り 現在の保健活動と体制づくり

岩手県大船渡保健所 花崎洋子
宮城県仙台市 及川艶子
福島県南相馬市 大石万里子

被災地の地域保健活動について 尾田進

被災地支援覚え書 災害支援のための視座 大木幸子

保健衛生システム復興のために 東北大学地域保健支援センターの立ち上げと活動 佐藤眞理

口蹄疫の全被災農家を対象とした電話スクリーニングから 渡路子

高齢者の健康なまちづくりネットワーク構築をめざして
熊本県玉名市の市民・行政・大学協働の介護予防と地域づくり 吉村沢子

保健師教育の質を保証する地域看護学実習モデルの構築 単位実習モデル 横山美江・ほか

ニュースウォーク(168)白井正夫／看護系大学・研究所からのメッセージ(87)茨城県立医療大学

昨年4月号で「特定健診・特定保健指導の3年目を

迎えて」の特集以来，ほぼ1年が経過し，「到達点」を

特集した。表紙の写真は，大空に向かって飛び出して達

した高みから，新たな目標へ向かっていく姿を描いたデ

ザインと見ていただくことができただろうか。 メタボ

だけが取りざたされた感のある特定健診だが，生活習慣

を振り返り，生活環境も振り返るなかで，今年は，大地

震，大津波と，それに続く原発事故による放射能汚染，

電力不足が，生活環境や生活スタイルを見直す契機とな

った。そういう意味では，次号の特集ともつなげて，地

域での生活環境を見直す機会としたい。 (杉之尾)

「今月の3冊＋1」の「＋1」部分の裏話。ここは保健

師にかかわらず何でもアリな部分としてデスクで認識さ

れています。担当者それぞれがプライベートで買った本

もあれば，デスク宛てにいただいた本を紹介させていた

だくこともあります。今月はフルマラソンの本ですが，

買ったはよいもののまったく実践に結びつかず。 もう

1冊，完全に趣味の本が候補にあったのですが，あまり

に趣味なので泣く泣く却下したのでこちらで。メガネス

タイリストの藤裕美さんが書かれた『めがねを買いに』

(WAVE出版)，メガネのイメージが変わる1冊。何と

なくかけている，という方にもオススメです。 (小路)
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